
(57)【要約】

【課題】容器に取り付けられて温度が上昇した場合に容

器内のガスを開放する安全弁において、より安全性を向

上させたものを提供する。

【解決手段】安全弁１は、本体２、固定体３、可溶体７

、移動体８、付勢部材９、可動栓体１０および可動栓体

保持手段１１を備えている。固定体２は、容器Ｔ内に通

じている小径軸方向通路１４と、上端に開口している大

径軸方向通路１５とを有している。可動栓体１０は、固

定体２の小径軸方向通路１４の上端部に嵌まり合ってい

る小径軸部１８と、固定体２の大径軸方向通路１５下端

部との間に間隙を有する中間軸部１９と、固定体２の大

径軸方向通路１５の中間部分に摺接可能に嵌まり合って

いる大径軸部２０とを有している。可動栓１０体の大径

軸部２０に、その上端から下端までのびる軸方向通路２

１が設けられ、可動栓体１０の中間軸部１９に、その周

面に開口しかつ大径軸部２０の軸方向通路２１の下端に

通じる連通路２２が設けられている。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
容 器 に 取 り 付 け ら れ て 温 度 が 上 昇 し た 場 合 に 容 器 内 の ガ ス を 開 放 す る 安 全 弁 で あ っ て 、 円
筒 状 で 上 端 部 に 内 向 き フ ラ ン ジ 部 が 形 成 さ れ て い る 本 体 と 、 本 体 内 周 と の 間 に 間 隙 を 有 す
る 小 径 部 、 小 径 部 の 下 端 に 連 な り か つ 本 体 下 端 開 口 を 閉 鎖 す る 大 径 部 お よ び 大 径 部 の 下 端
に 連 な り か つ 容 器 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 け 部 を 有 す る 円 筒 状 固 定 体 と 、 本 体 の 内 向 き フ ラ
ン ジ 部 の 下 面 に 上 端 面 が 当 接 す る よ う に 固 定 体 の 小 径 部 と 本 体 と の 間 に 配 さ れ た 可 溶 体 と
、 可 溶 体 の 下 端 に 上 端 が 当 接 す る よ う に 固 定 体 の 小 径 部 と 本 体 と の 間 に 移 動 可 能 に 配 さ れ
た 移 動 体 と 、 移 動 体 の 下 端 に 上 端 が 当 接 し か つ 下 端 が 固 定 体 の 大 径 部 上 面 で 受 け 止 め ら れ
る よ う に 固 定 体 の 小 径 部 と 本 体 と の 間 に 配 さ れ た 付 勢 部 材 と 、 固 定 体 内 に 移 動 可 能 に 挿 入
さ れ た 段 付 き 円 柱 状 可 動 栓 体 と 、 通 常 状 態 で の 可 動 栓 体 の 上 方 へ の 移 動 を 阻 止 し か つ 移 動
体 が 上 方 位 置 に 移 動 す る こ と に よ っ て 可 動 栓 体 の 上 方 へ の 移 動 を 許 容 す る 可 動 栓 体 保 持 手
段 と を 備 え て お り 、
固 定 体 は 、 容 器 内 に 通 じ て い る 小 径 軸 方 向 通 路 と 、 小 径 軸 方 向 通 路 の 上 端 に 連 な り か つ 上
端 に 開 口 し て い る 大 径 軸 方 向 通 路 と を 有 し て お り 、 可 動 栓 体 は 、 固 定 体 の 小 径 軸 方 向 通 路
の 上 端 部 に 嵌 ま り 合 っ て い る 小 径 軸 部 と 、 小 径 軸 部 に 連 な り 固 定 体 の 大 径 軸 方 向 通 路 下 端
部 と の 間 に 間 隙 を 有 す る 中 間 軸 部 と 、 中 間 軸 部 に 連 な り 固 定 体 の 大 径 軸 方 向 通 路 の 中 間 部
分 に 摺 接 可 能 に 嵌 ま り 合 っ て い る 大 径 軸 部 と を 有 し 、 可 動 栓 体 の 大 径 軸 部 に 、 そ の 上 端 か
ら 下 端 ま で の び る 軸 方 向 通 路 が 設 け ら れ 、 可 動 栓 体 の 中 間 軸 部 に 、 そ の 周 面 に 開 口 し か つ
大 径 軸 部 の 軸 方 向 通 路 の 下 端 に 通 じ る 連 通 路 が 設 け ら れ て お り 、
こ れ に よ り 、 可 溶 体 が 溶 融 し て 移 動 体 が 上 方 位 置 に 移 動 し た 際 、 容 器 内 ガ ス は 、 固 定 体 小
径 軸 方 向 通 路 、 固 定 体 大 径 軸 方 向 通 路 下 端 部 、 可 動 栓 体 連 通 路 お よ び 可 動 栓 体 軸 方 向 通 路
を 経 て 、 容 器 外 に 排 出 さ れ る よ う に な さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 安 全 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
可 動 栓 体 保 持 手 段 は 、 可 動 栓 体 の 外 周 に 設 け ら れ た 凹 所 と 、 こ の 凹 所 と 同 じ 位 置 と な る よ
う に 固 定 体 の 小 径 部 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 と 、 こ れ ら の 凹 所 お よ び 貫 通 孔 に ま た が る よ う に
収 納 さ れ た ボ ー ル と 、 移 動 体 の 下 端 部 に 設 け ら れ た ボ ー ル 移 動 用 凹 所 と か ら な り 、 ボ ー ル
移 動 用 凹 所 は 、 可 溶 体 が 溶 融 し て 移 動 体 が 上 方 位 置 に 移 動 し た と き に 、 貫 通 孔 に 対 向 す る
よ う に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ の 安 全 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
可 動 栓 体 の 凹 所 は 、 径 方 向 外 向 き に 広 が る テ ー パ 状 と さ れ て い る 請 求 項 ２ の 安 全 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 安 全 弁 に 関 し 、 特 に 、 火 災 発 生 時 等 に 容 器 内 圧 力 が 上 昇 し 過 ぎ る こ と を 防 止
す る た め 、 容 器 に 取 り 付 け ら れ て 温 度 が 上 昇 し た 場 合 に 容 器 内 の ガ ス を 開 放 す る 安 全 弁 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
天 然 ガ ス を エ ン ジ ン の 燃 料 と し て 使 用 し た 自 動 車 に 搭 載 さ れ る 燃 料 タ ン ク で は 、 タ ン ク の
温 度 上 昇 に 伴 う 内 圧 の 上 昇 に よ る 破 裂 を 防 止 す る た め に 、 燃 料 タ ン ク に は 安 全 弁 が 取 り 付
け ら れ て い る 。 こ の よ う な 安 全 弁 と し て は 、 特 許 文 献 １ に 、 本 体 と 、 本 体 内 に 収 納 さ れ る
ピ ス ト ン （ 移 動 体 ） と 、 ピ ス ト ン と 本 体 と の 間 に 充 填 さ れ て い る 可 溶 合 金 と 、 ピ ス ト ン と
本 体 と の 間 に 介 装 さ れ て い る 付 勢 部 材 と を 備 え 、 ピ ス ト ン は 、 両 端 に 連 通 す る 通 路 を 備 え
、 両 端 部 に は 、 第 １ 受 圧 面 と 第 ２ 受 圧 面 と を 備 え て い る も の が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ ７ ６ ４ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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こ の 種 の 安 全 弁 は 、 天 然 ガ ス タ ン ク だ け で な く 、 燃 料 電 池 車 の 水 素 ガ ス タ ン ク で も 使 用 さ
れ る こ と か ら 、 よ り 安 全 性 を 向 上 さ せ た も の の 開 発 が 課 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 の 目 的 は 、 容 器 に 取 り 付 け ら れ て 温 度 が 上 昇 し た 場 合 に 容 器 内 の ガ ス を 開 放 す る
安 全 弁 に お い て 、 よ り 安 全 性 を 向 上 さ せ た も の を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 お よ び 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に よ る 安 全 弁 は 、 容 器 に 取 り 付 け ら れ て 温 度 が 上 昇 し た 場 合 に 容 器 内 の ガ ス を 開
放 す る 安 全 弁 で あ っ て 、 円 筒 状 で 上 端 部 に 内 向 き フ ラ ン ジ 部 が 形 成 さ れ て い る 本 体 と 、 本
体 内 周 と の 間 に 間 隙 を 有 す る 小 径 部 、 小 径 部 の 下 端 に 連 な り か つ 本 体 下 端 開 口 を 閉 鎖 す る
大 径 部 お よ び 大 径 部 の 下 端 に 連 な り か つ 容 器 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 け 部 を 有 す る 円 筒 状 固
定 体 と 、 本 体 の 内 向 き フ ラ ン ジ 部 の 下 面 に 上 端 面 が 当 接 す る よ う に 固 定 体 の 小 径 部 と 本 体
と の 間 に 配 さ れ た 可 溶 体 と 、 可 溶 体 の 下 端 に 上 端 が 当 接 す る よ う に 固 定 体 の 小 径 部 と 本 体
と の 間 に 移 動 可 能 に 配 さ れ た 移 動 体 と 、 移 動 体 の 下 端 に 上 端 が 当 接 し か つ 下 端 が 固 定 体 の
大 径 部 上 面 で 受 け 止 め ら れ る よ う に 固 定 体 の 小 径 部 と 本 体 と の 間 に 配 さ れ た 付 勢 部 材 と 、
固 定 体 内 に 移 動 可 能 に 挿 入 さ れ た 段 付 き 円 柱 状 可 動 栓 体 と 、 通 常 状 態 で の 可 動 栓 体 の 上 方
へ の 移 動 を 阻 止 し か つ 移 動 体 が 上 方 位 置 に 移 動 す る こ と に よ っ て 可 動 栓 体 の 上 方 へ の 移 動
を 許 容 す る 可 動 栓 体 保 持 手 段 と を 備 え て お り 、 固 定 体 は 、 容 器 内 に 通 じ て い る 小 径 軸 方 向
通 路 と 、 小 径 軸 方 向 通 路 の 上 端 に 連 な り か つ 上 端 に 開 口 し て い る 大 径 軸 方 向 通 路 と を 有 し
て お り 、 可 動 栓 体 は 、 固 定 体 の 小 径 軸 方 向 通 路 の 上 端 部 に 嵌 ま り 合 っ て い る 小 径 軸 部 と 、
小 径 軸 部 に 連 な り 固 定 体 の 大 径 軸 方 向 通 路 下 端 部 と の 間 に 間 隙 を 有 す る 中 間 軸 部 と 、 中 間
軸 部 に 連 な り 固 定 体 の 大 径 軸 方 向 通 路 の 中 間 部 分 に 摺 接 可 能 に 嵌 ま り 合 っ て い る 大 径 軸 部
と を 有 し 、 可 動 栓 体 の 大 径 軸 部 に 、 そ の 上 端 か ら 下 端 ま で の び る 軸 方 向 通 路 が 設 け ら れ 、
可 動 栓 体 の 中 間 軸 部 に 、 そ の 周 面 に 開 口 し か つ 大 径 軸 部 の 軸 方 向 通 路 の 下 端 に 通 じ る 連 通
路 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ に よ り 、 可 溶 体 が 溶 融 し て 移 動 体 が 上 方 位 置 に 移 動 し た 際 、 容
器 内 ガ ス は 、 固 定 体 小 径 軸 方 向 通 路 、 固 定 体 大 径 軸 方 向 通 路 下 端 部 、 可 動 栓 体 連 通 路 お よ
び 可 動 栓 体 軸 方 向 通 路 を 経 て 、 容 器 外 に 排 出 さ れ る よ う に な さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 の 安 全 弁 に よ る と 、 容 器 内 の ガ ス の 圧 力 は 、 本 体 に 固 定 さ れ た 固 定 体 内 に 設 け ら
れ か つ 可 動 栓 体 保 持 手 段 に よ っ て 上 方 へ の 移 動 が 阻 止 さ れ て い る 可 動 栓 体 に よ っ て 受 け ら
れ て お り 、 移 動 体 に 容 器 内 の 圧 力 が 及 ば な い の で 、 可 溶 体 に か か る 力 は 付 勢 部 材 の 弾 性 力
だ け と さ れ て お り 、 設 定 値 よ り も 低 い 温 度 で の 誤 作 動 を な く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
可 動 栓 体 保 持 手 段 は 、 可 動 栓 体 の 外 周 に 設 け ら れ た 凹 所 と 、 こ の 凹 所 と 同 じ 位 置 と な る よ
う に 固 定 体 の 小 径 部 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 と 、 こ れ ら の 凹 所 お よ び 貫 通 孔 に ま た が る よ う に
収 納 さ れ た ボ ー ル と 、 移 動 体 の 下 端 部 に 設 け ら れ た ボ ー ル 移 動 用 凹 所 と か ら な り 、 ボ ー ル
移 動 用 凹 所 は 、 可 溶 体 が 溶 融 し て 移 動 体 が 上 方 位 置 に 移 動 し た と き に 、 貫 通 孔 に 対 向 す る
よ う に 形 成 さ れ て い る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う に す る と 、 通 常 状 態 で は 、 ボ ー ル に よ っ て 可 動 栓 体 の 上 方 へ の 移 動 が 阻 止 さ れ 、
作 動 状 態 で は 、 こ の ボ ー ル が 径 方 向 外 向 き に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 可 動 栓 体 の 上 方 へ の
移 動 が 許 容 さ れ 、 比 較 的 簡 単 な 構 成 で 、 通 常 状 態 で の 可 動 栓 体 の 上 方 へ の 移 動 を 阻 止 す る
と と も に 、 作 動 状 態 に お い て は 、 確 実 に 可 動 栓 体 の 上 方 へ の 移 動 を 許 容 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
可 動 栓 体 の 凹 所 は 、 径 方 向 外 向 き に 広 が る テ ー パ 状 と さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う に す る と 、 ボ ー ル が 径 方 向 外 向 き に 確 実 に 移 動 す る の で 、 移 動 体 の 移 動 に 伴 っ て
、 可 動 栓 体 が 確 実 に 上 方 に 移 動 す る こ と が で き 、 安 全 弁 を 所 定 条 件 で 確 実 に 作 動 さ せ る こ
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と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 以 下 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 上 下 お よ
び 左 右 は 、 図 の 上 下 お よ び 左 右 を い う も の と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ お よ び 図 ２ は 、 こ の 発 明 の 安 全 弁 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 図 １ は 、 安 全 弁 の 雰 囲 気
温 度 が 所 定 値 以 下 の 通 常 状 態 す な わ ち 通 路 が 閉 鎖 さ れ た 状 態 、 図 ２ は 、 安 全 弁 の 雰 囲 気 温
度 が 所 定 値 を 越 え た 作 動 状 態 す な わ ち 通 路 が 開 放 さ れ た 状 態 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
通 常 状 態 の 安 全 弁 （ １ ） は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 周 壁 （ １ ２ ） お よ び 頂 壁 （ １ ３ ） を 有 す
る 円 筒 状 で 周 壁 （ １ ２ ） 上 端 部 に 内 向 き フ ラ ン ジ 部 （ １ ２ ａ ） が 形 成 さ れ て い る 本 体 （ ２
） と 、 本 体 （ ２ ） 内 周 と の 間 に 間 隙 を 有 す る 小 径 部 （ ４ ） 、 小 径 部 （ ４ ） の 下 端 に 連 な り
か つ 本 体 （ ２ ） 下 端 開 口 を 閉 鎖 す る 大 径 部 （ ５ ） お よ び 大 径 部 （ ５ ） の 下 端 に 連 な り か つ
容 器 （ Ｔ ） に 取 り 付 け ら れ る 取 付 け 部 （ ６ ） を 有 す る 円 筒 状 固 定 体 （ ３ ） と 、 本 体 （ ２ ）
の 内 向 き フ ラ ン ジ 部 （ １ ２ ａ ） の 下 面 に 上 端 面 が 当 接 す る よ う に 固 定 体 （ ３ ） の 小 径 部 （
４ ） 上 端 部 と 本 体 （ ２ ） 上 端 部 と の 間 に 配 さ れ た 円 筒 状 可 溶 合 金 （ 可 溶 体 ） （ ７ ） と 、 可
溶 合 金 （ ７ ） の 下 端 に 上 端 が 当 接 す る よ う に 固 定 体 （ ３ ） の 小 径 部 （ ４ ） 中 間 部 と 本 体 （
２ ） の 中 間 部 と の 間 に 移 動 可 能 に 配 さ れ た 円 筒 状 移 動 体 （ ８ ） と 、 移 動 体 （ ８ ） の 下 端 に
上 端 が 当 接 し か つ 下 端 が 固 定 体 （ ３ ） の 大 径 部 （ ５ ） 上 面 で 受 け 止 め ら れ る よ う に 固 定 体
（ ３ ） の 小 径 部 （ ４ ） 下 端 部 と 本 体 （ ２ ） 下 端 寄 り 部 と の 間 に 配 さ れ た 円 筒 状 コ イ ル ば ね
（ 付 勢 部 材 ） （ ９ ） と 、 固 定 体 （ ３ ） 内 に 移 動 可 能 に 挿 入 さ れ た 段 付 き 円 柱 状 可 動 栓 体 （
１ ０ ） と 、 通 常 状 態 で の 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 上 方 へ の 移 動 を 阻 止 し か つ 移 動 体 （ ８ ） が 上
方 位 置 に 移 動 す る こ と に よ っ て 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 上 方 へ の 移 動 を 許 容 す る 可 動 栓 体 保 持
手 段 （ １ １ ） と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 体 （ ２ ） の 頂 壁 （ １ ３ ） に は 、 そ の 上 面 か ら 下 方 に の び る め ね じ 部 （ １ ３ ａ ） お よ び こ
れ に 連 な っ て 頂 壁 （ １ ３ ） 下 面 に 開 口 す る ガ ス 排 出 通 路 （ １ ３ ｂ ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ
れ ら の め ね じ 部 （ １ ３ ａ ） お よ び ガ ス 排 出 通 路 （ １ ３ ｂ ） は 、 本 体 （ ２ ） 内 の ガ ス を 外 部
に 排 出 す る た め の 貫 通 孔 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
固 定 体 （ ３ ） の 大 径 部 （ ５ ） 外 周 に は 、 お ね じ 部 （ ５ ａ ） が 設 け ら れ て お り 、 こ の お ね じ
部 （ ５ ａ ） が 本 体 （ ２ ） 下 端 部 内 周 に 設 け ら れ た め ね じ 部 に ね じ 合 わ さ れ る こ と に よ り 、
固 定 体 （ ３ ） が 本 体 （ ２ ） に 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 固 定 体 （ ３ ） に め ね じ 部 を 、 本 体 に
お ね じ 部 を 設 け て も よ く 、 ま た 、 ね じ 以 外 の 方 法 に よ っ て 固 定 体 （ ３ ） と 本 体 （ ２ ） と を
一 体 化 し て も よ い 。 固 定 体 （ ３ ） の 小 径 部 （ ４ ） の 上 端 は 、 本 体 （ ２ ） の 頂 壁 （ １ ３ ） 下
面 に 当 接 さ せ ら れ て い る 。 固 定 体 （ ３ ） の 大 径 部 （ ５ ） は 、 本 体 （ ２ ） 下 端 面 と 容 器 （ Ｔ
） 外 周 と の 間 に 介 在 さ れ る フ ラ ン ジ 部 （ ５ ｂ ） を 有 し て い る 。 取 付 け 部 （ ６ ） は 、 容 器 （
Ｔ ） の 安 全 弁 取 付 け 部 の 形 状 に 応 じ た 形 状 と さ れ て お り 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 容 器 （ Ｔ ）
の 開 口 に 設 け ら れ た め ね じ 部 に ね じ 合 わ さ れ る お ね じ 部 （ ６ ａ ） が 取 付 け 部 （ ６ ） に 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
固 定 体 （ ３ ） の 内 周 は 、 大 径 部 （ ５ ） お よ び 取 付 け 部 （ ６ ） 側 が 小 径 で 、 小 径 部 （ ４ ） 側
が 大 径 と さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 固 定 体 （ ３ ） に は 、 大 径 部 （ ５ ） の 上 端 近 く か ら 取 付
け 部 （ ６ ） の 下 端 ま で の び て 容 器 （ Ｔ ） 内 に 通 じ て い る 小 径 軸 方 向 通 路 （ １ ４ ） と 、 小 径
軸 方 向 通 路 （ １ ４ ） に 連 な り 上 端 に 開 口 し て い る 大 径 軸 方 向 通 路 （ １ ５ ） と が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
可 溶 合 金 （ ７ ） は 、 公 知 の も の で 、 予 め 設 定 さ れ た 温 度 に な る と 溶 融 す る よ う に な さ れ て
い る 。 本 体 （ ２ ） の 周 壁 （ １ ２ ） の 上 端 部 に は 、 溶 融 し た 合 金 （ ７ ） を 外 部 に 排 出 す る た
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め の 合 金 排 出 通 路 （ １ ６ ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
移 動 体 （ ８ ） は 、 そ の 内 周 が 固 定 体 （ ３ ） の 小 径 部 （ ４ ） に 接 し か つ そ の 外 周 が 本 体 （ ２
） の 内 周 に 接 し た 状 態 で 摺 動 可 能 な よ う に 、 本 体 （ ２ ） と 固 定 体 （ ３ ） と の 間 に 配 さ れ て
い る 。 移 動 体 （ ８ ） の 下 端 部 内 周 に は 、 左 右 の ボ ー ル 移 動 用 凹 所 （ １ ７ ） が 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
コ イ ル ば ね （ ９ ） は 、 移 動 体 （ ８ ） を 上 向 き に 付 勢 し 、 可 溶 合 金 （ ７ ） が 溶 融 し た 際 に 、
可 溶 合 金 （ ７ ） を 本 体 （ ２ ） の 合 金 排 出 通 路 （ １ ６ ） か ら 排 出 す る と と も に 移 動 体 （ ８ ）
を 上 方 に 移 動 さ せ る も の で 、 そ の 弾 性 力 は 、 安 全 弁 （ １ ） が 作 動 す る よ う に 設 定 さ れ て い
る 温 度 に お け る 可 溶 合 金 （ ７ ） の 流 動 特 性 等 を 考 慮 し て 、 移 動 体 （ ８ ） を 上 方 に 移 動 可 能
で か つ 小 さ な 値 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
可 動 栓 体 （ １ ０ ） は 、 固 定 体 （ ３ ） の 小 径 軸 方 向 通 路 （ １ ４ ） の 上 端 部 に 嵌 ま り 合 っ て い
る 小 径 軸 部 （ １ ８ ） と 、 小 径 軸 部 （ １ ８ ） に 連 な り 固 定 体 （ ３ ） の 大 径 軸 方 向 通 路 （ １ ５
） 下 端 部 と の 間 に 間 隙 を 有 す る 中 間 軸 部 （ １ ９ ） と 、 中 間 軸 部 （ １ ９ ） に 連 な り 固 定 体 （
３ ） の 大 径 軸 方 向 通 路 （ １ ５ ） の 中 間 部 分 に 摺 接 可 能 に 嵌 ま り 合 っ て い る 大 径 軸 部 （ ２ ０
） と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 大 径 軸 部 （ ２ ０ ） に は 、 そ の 上 端 か ら 下 端 ま で の び る 軸 方 向 通 路 （ ２
１ ） が 設 け ら れ て い る 。 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 中 間 軸 部 （ １ ９ ） に は 、 そ の 外 周 面 に 開 口 し
か つ 大 径 軸 部 （ ２ ０ ） の 軸 方 向 通 路 （ ２ １ ） の 下 端 に 通 じ る 左 右 の 連 通 路 （ ２ ２ ） が 設 け
ら れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の 連 通 路 （ ２ ２ ） は 、 固 定 体 （ ３ ） の 大 径 軸 方 向 通 路 （ １ ５
） 下 端 部 と 中 間 軸 部 （ １ ９ ） 外 周 と の 間 に 存 在 す る 間 隙 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 大 径 軸 部 （ ２ ０ ） 上 端 と 本 体 （ ２ ） の 頂 壁 （ １ ３ ） 下 面 と の 間 に は 、
大 径 軸 部 （ ２ ０ ） が 上 方 に 移 動 可 能 な よ う に 、 所 定 の 間 隙 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 間 隙 は
、 小 径 軸 部 （ １ ８ ） の 長 さ よ り も 大 き く な さ れ て い る 。 し た が っ て 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） が
容 器 （ Ｔ ） 内 の ガ ス の 圧 力 に よ っ て 強 制 的 に 押 し 上 げ ら れ る と 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） は 、 そ
の 上 端 が 本 体 （ ２ ） の 頂 壁 （ １ ３ ） 下 面 に 当 接 し た 位 置 で 停 止 し 、 こ の 際 、 固 定 体 （ ３ ）
の 小 径 軸 方 向 通 路 （ １ ４ ） と 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 連 通 路 （ ２ ２ ） と が 、 固 定 体 （ ３ ） の 大
径 軸 方 向 通 路 （ １ ５ ） の 下 端 部 を 介 し て 連 通 す る こ と に な る 。 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 小 径 軸
部 （ １ ８ ） の 外 周 に は 、 上 下 ２ 箇 所 に Ｏ リ ン グ （ ２ ３ ） が 設 け ら れ 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の
大 径 軸 部 （ ２ ０ ） の 外 周 に は 、 連 通 路 （ ２ ２ ） よ り も 上 の 位 置 に 、 Ｏ リ ン グ （ ２ ４ ） が 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
可 動 栓 体 保 持 手 段 （ １ １ ） は 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 上 端 寄 り 部 分 の 外 周 に 設 け ら れ た 左 右
の 凹 所 （ ２ ５ ） と 、 こ の 凹 所 （ ２ ５ ） と 同 じ 位 置 に あ る よ う に 固 定 体 （ ３ ） の 小 径 部 （ ４
） に 設 け ら れ た 貫 通 孔 （ ２ ６ ） と 、 こ れ ら の 凹 所 （ ２ ５ ） お よ び 貫 通 孔 （ ２ ６ ） に ま た が
る よ う に 収 納 さ れ た ボ ー ル （ ２ ７ ） と 、 移 動 体 （ ８ ） の ボ ー ル 移 動 用 凹 所 （ １ ７ ） と か ら
な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 凹 所 （ ２ ５ ） お よ び 固 定 体 （ ３ ） の 貫 通 孔 （ ２ ６ ） は 、 い ず れ も 径 方
向 外 向 き に 広 が る テ ー パ 状 と さ れ て い る 。 ボ ー ル 移 動 用 凹 所 （ １ ７ ） は 、 可 溶 合 金 （ ７ ）
が 溶 融 し て 移 動 体 （ ８ ） が 上 方 位 置 に 移 動 し た と き に 、 貫 通 孔 （ ２ ６ ） に 対 向 す る よ う に
形 成 さ れ て お り 、 貫 通 孔 （ ２ ６ ） の 最 大 径 に ほ ぼ 等 し い 開 口 径 を 有 し 、 そ の 底 面 径 は 、 開
口 径 よ り も 若 干 小 さ く な さ れ て い る 。 な お 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 凹 所 （ ２ ５ ） は 、 径 方 向
外 向 き に 広 が る テ ー パ 状 と さ れ て い る こ と が 好 ま し い が 、 固 定 体 （ ３ ） の 貫 通 孔 （ ２ ６ ）
は 、 円 柱 状 で あ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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ボ ー ル （ ２ ７ ） の 径 方 向 の 動 き は 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 凹 所 （ ２ ５ ） 底 面 と 移 動 体 （ ８ ）
の 内 周 面 と に よ っ て 規 制 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） に 上 向 き の 力 が 作 用
し た 際 に は 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 凹 所 （ ２ ５ ） 下 面 か ら ボ ー ル （ ２ ７ ） に 斜 め 上 向 き の 力
が 作 用 し 、 こ の 力 に 抗 し て 、 固 定 体 （ ３ ） の 貫 通 孔 （ ２ ５ ） の 上 面 か ら ボ ー ル （ ２ ７ ） に
斜 め 下 向 き の 力 が 作 用 す る こ と か ら 、 両 方 の 力 が 釣 り 合 う こ と と な る 。 こ う し て 、 通 常 状
態 に お い て は 、 ボ ー ル （ ２ ７ ） し た が っ て 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 上 方 へ の 移 動 が 阻 止 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ボ ー ル 移 動 用 凹 所 （ １ ７ ） は 、 移 動 体 （ ８ ） が 上 方 位 置 に 移 動 す る こ と に よ っ て 可 動 栓 体
（ １ ０ ） の 上 方 へ の 移 動 を 許 容 す る た め の 構 成 で あ り 、 す な わ ち 、 移 動 体 （ ８ ） が 上 方 位
置 に 移 動 す る と 、 ボ ー ル 移 動 用 凹 所 （ １ ７ ） が 固 定 体 （ ３ ） の 貫 通 孔 （ ２ ６ ） の 外 端 開 口
に 対 向 す る こ と に な り 、 移 動 体 （ ８ ） の 内 周 に よ っ て 径 方 向 外 向 き の 移 動 が 阻 止 さ れ て い
た ボ ー ル （ ２ ７ ） が 径 方 向 外 向 き に 移 動 可 能 と な る 。 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 凹 所 （ ２ ５ ） が
テ ー パ 状 と さ れ て い る こ と か ら 、 ボ ー ル （ ２ ７ ） に は 径 方 向 外 向 き 成 分 の 力 が 作 用 し て い
る こ と か ら 、 ボ ー ル （ ２ ７ ） は 容 易 に 径 方 向 外 向 き に 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 ボ ー ル （ ２
７ ） は 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 凹 所 （ ２ ５ ） か ら 脱 出 し て 貫 通 孔 （ ２ ６ ） と ボ ー ル 移 動 用 凹
所 （ １ ７ ） と に ま た が っ て 収 納 さ れ る こ と に な り 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 上 方 へ の 移 動 を 阻
止 す る 作 用 が 解 除 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 容 器 内 ガ ス 圧 力 が 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 摩 擦 力 を 超
え て い る 場 合 に は 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） が 上 方 に 移 動 す る こ と に な る 。 こ う し て 、 移 動 体 （
８ ） が 上 方 位 置 に 移 動 す る と 、 そ の 後 す ぐ に 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） が 上 方 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
安 全 弁 （ １ ） の 雰 囲 気 温 度 が 所 定 値 を 越 え る と 、 可 溶 合 金 （ ７ ） が 溶 融 し 、 安 全 弁 （ １ ）
は 作 動 状 態 と な る 。 こ の 作 動 状 態 の 安 全 弁 （ １ ） は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 可 溶 合 金 （ ７ ）
が 合 金 排 出 通 路 （ １ ６ ） か ら 排 出 さ れ て 消 失 し て お り 、 コ イ ル ば ね （ ９ ） に 付 勢 さ れ た 移
動 体 （ ８ ） が 上 方 位 置 ま で 移 動 し て い る 。 移 動 体 （ ８ ） の 上 方 位 置 は 、 移 動 体 （ ８ ） の 上
端 が 本 体 （ ２ ） の 内 向 き フ ラ ン ジ 部 （ １ ２ ａ ） の 下 面 に 当 接 し た 位 置 と な る 。 移 動 体 （ ８
） が 上 方 位 置 に 移 動 す る と 、 上 述 し た よ う に 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 上 方 へ の 移 動 を 阻 止 す
る も の が な く な り 、 可 動 栓 体 （ １ ０ ） も 上 方 位 置 に 移 動 す る 。 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 上 方 位
置 は 、 そ の 上 端 が 本 体 （ ２ ） の 頂 壁 （ １ ３ ） 下 面 に 当 接 し た 位 置 と な る 。 し た が っ て 、 小
径 軸 方 向 通 路 （ １ ４ ） を 閉 鎖 し て い た 可 動 栓 体 （ １ ０ ） の 小 径 軸 部 （ １ ８ ） が 大 径 軸 方 向
通 路 （ １ ５ ） 内 ま で 押 し 上 げ ら れ る こ と に よ り 、 安 全 弁 （ １ ） に は 、 容 器 （ Ｔ ） 内 の ガ ス
を 排 出 す る た め の 開 放 通 路 が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 可 溶 合 金 （ ７ ） が 溶 融 し て 移 動 体 （
８ ） が 上 方 位 置 に 移 動 し た 際 、 容 器 （ Ｔ ） 内 ガ ス は 、 固 定 体 小 径 軸 方 向 通 路 （ １ ４ ） 、 固
定 体 大 径 軸 方 向 通 路 （ １ ５ ） 下 端 部 、 可 動 栓 体 連 通 路 （ ２ ２ ） お よ び 可 動 栓 体 軸 方 向 通 路
（ ２ １ ） を 経 て 、 本 体 （ ２ ） の 頂 壁 （ １ ３ ） に 設 け ら れ た 貫 通 孔 （ １ ３ ａ ） （ １ ３ ｂ ） か
ら 排 出 さ れ る よ う に な さ れ て い る
な お 、 上 記 に お い て 、 左 右 に あ る と し た も の （ １ ６ ） （ １ ７ ） （ ２ ２ ） （ ２ ５ ） （ ２ ６ ）
（ ２ ７ ） は 、 必 ず し も 左 右 ２ つ だ け に 限 ら れ る も の で は な く 、 図 示 さ れ な い 紙 面 表 側 お よ
び 裏 側 に も そ れ ぞ れ 設 け て も よ く 、 ま た 、 周 方 向 の ３ 箇 所 に 等 分 に 配 置 す る よ う に し て も
よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る 安 全 弁 の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で 、 通 常 状 態 （ 閉 状 態 ） を 示 し て
い る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に よ る 安 全 弁 の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で 、 作 動 状 態 （ 開 状 態 ） を 示 し て
い る 。
【 符 号 の 説 明 】
（ １ ） 　 　 　 　 安 全 弁
（ ２ ） 　 　 　 　 本 体
（ ３ ） 　 　 　 　 固 定 体
（ ４ ） 　 　 　 　 小 径 部
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（ ５ ） 　 　 　 　 大 径 部
（ ６ ） 　 　 　 　 取 付 け 部
（ ７ ） 　 　 　 　 可 溶 合 金 （ 可 溶 体 ）
（ ８ ） 　 　 　 　 移 動 体
（ ９ ） 　 　 　 　 コ イ ル ば ね （ 付 勢 部 材 ）
（ １ ０ ） 　 　 　 可 動 栓 体
（ １ １ ） 　 　 　 可 動 栓 体 保 持 手 段
（ １ ２ ） 　 　 　 周 壁
（ １ ２ ａ ） 　 　 　 フ ラ ン ジ 部
（ １ ３ ） 　 　 　 頂 壁
（ １ ４ ） 　 　 　 小 径 軸 方 向 通 路
（ １ ５ ） 　 　 　 大 径 軸 方 向 通 路
（ １ ７ ） 　 　 　 凹 所
（ １ ８ ） 　 　 　 小 径 軸 部
（ １ ９ ） 　 　 　 中 間 軸 部
（ ２ ０ ） 　 　 　 大 径 軸 部
（ ２ １ ） 　 　 　 軸 方 向 通 路
（ ２ ２ ） 　 　 　 連 通 路
（ ２ ５ ） 　 　 　 凹 所
（ ２ ６ ） 　 　 　 貫 通 孔
（ ２ ７ ） 　 　 　 ボ ー ル
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